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研
究
ノ
ー
ト 

塚
本
哲
三
の
前
半
生
と
有
朋
堂―

教
育
史
と
出
版
史
の
間―

 

The First H
alf of Tetsuzo Tsukam

oto's Life and Yuhodo Shoten 

―
From

 the H
istorical Viewpoints of Education and Publishing 

佐
藤 

裕
亮 

Yusuke, SATO
 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
受
験
参
考
書
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
、
国
語
、
塚
本
哲
三
、
有
朋
堂
書
店 

 
 

 
 

 
 

Reference book, Japanese language teaching, Tsukam
oto Tetsuzo, Yuhodo Shoten 

 

はは
じじ
めめ
にに  

 

戦
前
期
の
国
語
科
教
科
書
に
関
す
る
研
究
蓄
積
は
厚
く
、
教
科
書
の
内
容
・
収
録
作
品
に
つ

い
て
も
、
早
く
か
ら
、
国
立
教
育
研
究
所
附
属
教
育
図
書
館
編
『
国
定
教
科
書
内
容
索
引―

国

定
教
科
書
内
容
の
変
遷 

尋
常
科
修
身
・
国
語
・
唱
歌
篇―

』
や
田
坂
文
穂
編
『
旧
制
中
等
教
育

国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
』
な
ど
の
索
引
が
編
ま
れ
⑴

、
近
年
で
は
、
作
品
名
や
作
品
著
者
名

な
ど
か
ら
検
索
が
可
能
な
「
東
書
文
庫
」
の
蔵
書
検
索
や
、「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
情
報
源
も
整
備
さ
れ
、
比
較
的
容
易
に
検
索
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。 

 

一
方
、
国
語
の
受
験
参
考
書
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
野
地
潤
家
「
国
語
解
釈
法
の
史

的
展
開
」
が
あ
り
⑵

、
近
年
の
教
育
史
研
究
の
中
に
は
、
菅
原
亮
芳
編
『
受
験
・
進
学
・
学
校

―

近
代
日
本
教
育
雑
誌
に
み
る
情
報
の
研
究―

⑶

』
の
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
ア
そ
の
も
の
を
研
究

の
対
象
と
し
て
捉
え
よ
う
と
い
う
動
き
も
認
め
ら
れ
る
し
⑷

、
清
田
昌
弘
「
戦
前
の
受
験
雑
誌

に
み
る
出
版
事
情―

そ
の
広
告
媒
体
を
利
用
し
た
鈴
木
一
平
の
戦
略―

」
の
よ
う
に
、
出
版
史

の
側
か
ら
受
験
雑
誌
や
学
習
参
考
書
と
そ
の
広
告
に
言
及
し
た
も
の
も
あ
る
⑸

。
し
か
し
全
体

を
見
渡
せ
ば
、
受
験
参
考
書
に
注
目
し
た
研
究
は
け
し
て
多
い
と
は
い
え
ず
、
そ
の
基
盤
と
な

る
べ
き
、
研
究
機
関
や
図
書
館
に
よ
る
蒐
書
も
ま
た
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
方
面
の
考
察
を
一

層
進
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
大
正
・
昭
和
期
の
受
験
参
考
書
を
史
料
と
し
て
捉
え
、
継
続

的
に
そ
の
重
要
性
や
面
白
さ
を
広
く
伝
え
て
い
く
こ
と
で
、
収
集
・
保
存
・
活
用
の
意
義
を
確

認
し
て
い
く
、
地
道
な
積
み
重
ね
が
必
要
に
な
る
。 

 

筆
者
は
、『
現
代
文
解
釈
法
』
に
つ
い
て
「
解
説
」
を
記
す
よ
う
求
め
ら
れ
て
以
来
、
こ
の
方

面
の
研
究
動
向
に
関
心
を
寄
せ
続
け
て
き
た
⑹

。
論
創
社
に
よ
る
復
刊
は
、
既
刊
の
『
現
代
文

解
釈
法
』
の
ほ
か
に
、『
国
文
解
釈
法
』
と
『
漢
文
解
釈
法
』
に
つ
い
て
も
企
画
さ
れ
た
が
、
残

念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
刊
行
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
両
書
を
読
み
返
す
中
で
得
ら
れ

た
若
干
の
知
見
も
存
す
る
し
、『
現
代
文
解
釈
法
』
に
寄
せ
た
「
解
説
」
中
に
言
及
で
き
な
か
っ

た
資
料
や
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
も
、
な
ん
ら
か
の
形
で
補
う
必
要
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い

た
。 

 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
背
景
に
、
塚
本
哲
三
と
有
朋
堂
が
そ
の
初

期
に
手
が
け
た
『
諸
官
立
学
校
入
学
試
験
国
語
問
題
釈
義
』（
以
下
『
国
語
問
題
釈
義
』
と
い
う
）
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と
『
諸
官
立
学
校
入
学
試
験
漢
文
問
題
釈
義
』（
以
下
『
漢
文
問
題
釈
義
』
と
い
う
）
に
注
目
し
、

両
書
刊
行
に
至
る
ま
で
の
塚
本
哲
三
の
事
績
と
有
朋
堂
と
の
関
係
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
で
、

両
者
に
著
者
と
版
元
の
関
係
が
兆
し
た
時
期
の
様
子
を
素
描
し
て
い
く
。
必
ず
し
も
そ
れ
は
、

教
育
史
研
究
や
出
版
史
研
究
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

二
つ
の
領
域
に
架
橋
す
る
試
み
と
し
て
、
一
定
の
意
義
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。 

一一  

国国
語語
問問
題題
釈釈
義義
とと
漢漢
文文
問問
題題
釈釈
義義  

 

受
験
参
考
書
が
そ
の
形
を
と
と
の
え
た
の
は
、
一
般
に
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
ご
ろ

と
い
わ
れ
て
い
る
⑺

。
中
学
卒
業
生
数
の
急
増
と
上
級
学
校
進
学
へ
の
競
争
激
化
を
う
け
て
、

出
版
界
で
も
学
生
の
た
め
の
学
習
参
考
書
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
上
級
学
校
受
験
の
た
め
の
受

験
参
考
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
想
定
し
た
、
夥
し
い
数
の
出
版
物
が
企
画
・
刊
行
さ
れ

て
い
っ
た
。 

 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
塚
本
哲
三
も
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
に
受
験
参
考
書
の
編
著
者
と
し
て
、
世

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
人
物
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
そ
の
彼
が
、
最
初
に
手
が
け
た
受
験
参

考
書
と
み
ら
れ
る
の
が
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た

『
国
語
問
題
釈
義
』
と
『
漢
文
問
題
釈
義
』
で
あ
っ
た
。
ま
ず
は
両
書
の
構
成
に
つ
い
て
確
認

し
て
お
き
た
い
。 

 

両
書
は
そ
の
書
名
が
示
す
よ
う
に
、
当
時
の
官
立
学
校
の
入
試
問
題
を
解
説
し
た
受
験
参
考

書
で
、
こ
の
う
ち
『
国
語
問
題
釈
義
』
は
「
解
釈
之
部
」
と
「
文
法
之
部
」
を
立
て
、 

  
 

大
学
予
科
及
各
地
高
等
学
校 

 
 

各
地
高
等
工
業
学
校
（
東
京
、
大
阪
、
仙
台
、
熊
本
、
名
古
屋
） 

 
 

各
地
高
等
商
業
学
校
（
東
京
、
神
戸
、
長
崎
、
山
口
） 

 
 

各
地
高
等
農
学
校
（
東
北
、
盛
岡
、
札
幌
、
実
科
） 

 
 

水
産
講
習
所 

 
 

各
地
医
学
専
門
学
校
（
千
葉
、
仙
台
、
金
沢
、
長
崎
） 

 
 

海
軍
兵
学
校 

 
 

海
軍
機
関
学
校 

 
 

陸
軍
士
官
候
補
生 
 

 

男
女
高
等
師
範
学
校 

 
 

東
京
外
国
語
学
校 

 
 

専
門
学
校
入
学
者
検
定
試
験
⑻ 

 

な
ど
の
校
種
ご
と
に
問
題
を
掲
げ
、
解
答
や
参
考
（
解
説
）
を
記
し
て
い
る
。
一
方
、『
漢
文
問

題
釈
義
』
に
は
「
解
釈
之
部
」
「
文
法
の
部
」
の
よ
う
な
部
立
て
は
み
ら
れ
な
い
が
、
『
国
語
問

題
釈
義
』
と
同
様
に
、
校
種
ご
と
に
問
題
を
掲
げ
解
答
等
を
示
し
て
い
る
⑼

。 
 

こ
の
二
冊
の
参
考
書
は
受
験
生
の
支
持
を
得
て
、
そ
の
後
も
入
試
問
題
等
の
増
補
と
価
格
の

改
定
を
伴
い
つ
つ
版
を
重
ね
て
い
っ
た
。
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
四
三
（
一

九
一
〇
）
年
五
月
発
行
の
『
国
語
問
題
釈
義
』
と
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
六
月
発
行
の
『
漢

文
問
題
釈
義
』
の
奥
付
に
よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
定
価
は
五
拾
銭
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
大
正
二

（
一
九
一
三
）
年
九
月
発
行
『
精
説
国
漢
文
要
義
』
の
巻
末
に
掲
げ
ら
れ
た
広
告
を
見
る
に
、 

  
 

立
教
大
学
講
師
塚
本
哲
三
先
生
編 

 
 

 

国
語
問
題
釈
義 

 

全
一
冊
／
定
価
金
五
十
五
銭
／
郵
税
金
六
銭 

 
 

同 
 

 
 

漢
文
問
題
釈
義 

 

全
一
冊
／
定
価
金
五
十
五
銭
／
郵
税
金
六
銭 

 
 

最
近
十
年
間
の
各
官
立
学
校
入
試
問
題
を
網
羅
し
解
釈
的
確
懇
切
を
極
む
発
行
以
来
大
い

に
受
験
者
の
好
評
を
博
せ
る
も
の
也
⑽ 

 

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
、
僅
か
な
が
ら
価
格
の
上
昇
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
広
告
①
～
③
か
ら
も
同
様
に
、
内
容
の
増
補
や
価
格
改
定

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

①
『
朝
日
新
聞
』
大
正
三
（
一
九
一
四
）
年
四
月
一
七
日
、
東
京
、
朝
刊
、
一
面
広
告 

 
 

受
験
者
の
一
大
福
音 

 
 

東
京
／
神
田 

有
朋
堂 

▽
電
本
一
一
三
六
・
四
四
二
五
／
振
替
東
京
七
一
四
八 

 
 

 

立
教
大
学
講
師 

塚
本
哲
三
先
生
編
著
〔
第
十
一
版
発
行
〕 

 
 

諸
官
立
学
校
／
入
学
試
験 

国
語
問
題
釈
義 

各
一
冊
四
六
版
／
紙
数
各
五
百
頁 

 
 

諸
官
立
学
校
／
入
学
試
験 

漢
文
問
題
釈
義 

正
価
各
六
拾
銭
／
送
料
各
八
銭 

 
 

増
補 

 

一 

自
明
治
三
十
五
年
／
至
大
正
二
年
／
最
近
十
二
年
間
の
問
題
を
網
羅
す 
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改
訂 

 

一 

新
に
語
句
熟
語
の
総
索
引
を
付
し
研
鑽
に
便
ず 

 
 

 
 

 
 

一 

解
答
の
的
確
懇
到
な
る
事
夙
に
世
に
定
評
あ
り
⑾ 

 
②
『
朝
日
新
聞
』
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
三
月
一
四
日
、
東
京
、
朝
刊
、
一
面
広
告 

 
 

▼
塚
本
哲
三
先
生
著
▲ 

 
 

漢
文
解
釈
法
［
略
］ 

 
 

国
文
解
釈
法
［
略
］ 

 
 

最
近
十
五
年 

国
語
問
題
釈
義 

全
一
冊
／
正
価
金
七
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

最
近
十
五
年 

漢
文
問
題
釈
義 

全
一
冊
／
正
価
金
七
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

［
以
下
略
］⑿ 

 

③
『
朝
日
新
聞
』
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
四
月
二
一
日
、
東
京
、
朝
刊
、
一
面
広
告 

 
 

塚
本
哲
三
先
生
著 

 
 

 

国
文
解
釈
法 

全
一
冊
／
総
布
美
本
／
正
価
金
八
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

 

漢
文
解
釈
法 

全
一
冊
／
総
布
美
本
／
正
価
金
八
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

 

諸
官
立
学
校
入
学
試
験 

国
語
問
題
釈
義 

全
一
冊
／
正
価
八
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

 

諸
官
立
学
校
入
学
試
験 

漢
文
問
題
釈
義 

全
一
冊
／
正
価
八
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

其
用
意
の
懇
切
に
於
て
、
其
解
釈
の
徹
底
に
於
て
、
四
著
夙
に
学
生
界
に
定
評
あ
り
。
敢

て
本
書
の
熟
読
翫
味
を
世
の
受
験
者
諸
君
並
に
在
学
者
諸
君
に
勧
む
［
以
下
略
］⒀ 

  

各
地
の
図
書
館
に
は
、
そ
の
後
五
か
年
間
分
を
増
補
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
、
塚
本
哲
三
『
諸

官
立
学
校
入
学
試
験
国
語
問
題
釈
義―

自
明
治
三
十
五
年
度
至
大
正
五
年
度
最
近
十
五
年
間―

』

（
有
朋
堂
、
一
九
一
六
年
）
や
、『
国
語
問
題
釈
義
』
と
『
漢
文
問
題
釈
義
』
を
合
冊
し
た
『
国

漢
文
問
題
釈
義
』
訂
正
版
（
有
朋
堂
、
一
九
一
九
年
）
な
ど
が
、
現
在
も
所
蔵
さ
れ
て
お
り
⒁

、

内
容
の
増
補
や
価
格
の
改
定
を
伴
い
な
が
ら
世
に
流
布
し
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

な
お
、『
国
漢
文
問
題
釈
義
』
が
『
国
語
問
題
釈
義
』
と
『
漢
文
問
題
釈
義
』
の
後
継
で
あ
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
④
と
⑤
の
広
告
か
ら
も
確
認
で
き
る
。 

 

④
『
朝
日
新
聞
』
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
九
月
二
四
日
、
東
京
、
朝
刊
、
一
面
広
告 

 
 

碧
峯 

妻
木
忠
太
先
生
著
（
（
最
新
刊
）
） 
 

 
 

最
新 

東
洋
歴
史
解
釈 

《
全
一
冊
》
［
略
］ 

 
 

塚
本
哲
三
先
生
著
（
（
最
新
刊
）
） 

 
 

 

国
漢
文
問
題
釈
義 

《
全
一
冊
》 

 
 

▲
四
六
判
六
百
余
頁
・
正
価
金
一
円
二
十
銭 

送
料
金
八
銭 

 
 

先
生
の
前
著
『
国
語
問
題
釈
義
』『
漢
文
問
題
釈
義
』
を
合
し
て
一
冊
と
し
、
解
答
、
参
考
、

注
意
の
各
項
に
渉
り
て
根
本
的
改
訂
を
加
へ
、
大
正
六
七
年
両
年
度
の
分
を
増
補
せ
る
新

著
に
し
て
、
最
近
十
一
ヶ
年
間
の
問
題
を
網
羅
し
、
精
解
精
説
至
ら
ざ
る
な
し
。 

 
 

碧
峯 

妻
木
忠
太
先
生
著 
 

 
 

最
新 

日
本
歴
史
解
釈
［
略
］ 

 
 

 

改
訂
増
補 

維
新
後
大
年
表
［
略
］ 

 
 

東
京
高
等
商
業
学
校
教
授 

木
村
重
治
先
生
著 

 
 

 

増
補
改
訂 

西
洋
史
眼
［
略
］ 

 
 

熊
田
葦
城
先
生
著 

 
 

 

幕
府
瓦
解
史
［
略
］ 

 
 

塚
本
哲
三
先
生
著 

 
 

 

国
文
解
釈
法
／
全
一
冊
総
布
美
本
／
正
価
金
九
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

 

漢
文
解
釈
法
／
全
一
冊
総
布
美
本
／
正
価
金
九
十
銭
／
送
料
金
八
銭 

 
 

 

［
以
下
略
］⒂
。 

 

⑤
『
朝
日
新
聞
』
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
一
〇
月
二
八
日
、
東
京
、
朝
刊
、
一
面
広
告 

 
 

国
漢
文
問
題
釈
義 

 
 

塚
本
哲
三
先
生
著
・
全
一
冊
・
四
六
判
総
布
五
百
八
十
八
頁
／
正
価
金
一
円
三
十
銭
・
送

料
金
十
二
銭 

 
 

受
験
者
は
必
ず
過
去
数
年
間
の
入
試
問
題
を
総
覧
し
て
其
程
度
と
傾
向
と
を
察
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
こ
れ
受
験
必
勝
の
最
も
平
凡
に
し
て
又
最
も
安
全
な
る
二
大
準
備
也
。 

本
書
は
明
治
四
十
一
年
度
以
降
の
入
試
問
題
を
其
出
題
形
式
の
ま
ゝ
に
網
羅
し
て
上
欄
と

な
し
、
下
欄
に
於
て
之
が
模
範
的
答
案
と
学
習
受
験
に
関
す
る
適
切
な
る
注
意
と
を
与
へ

た
る
も
の
、
上
記
二
著
［
『
国
文
解
釈
法
』
と
『
漢
文
解
釈
法
』
］
と
相
俟
つ
て
正
に
受
験

界
の
三
大
要
典
を
為
す
も
の
也
⒃

。 
  

明
治
の
末
か
ら
大
正
の
初
め
に
か
け
て
、
受
験
競
争
は
年
々
激
し
さ
を
増
し
て
い
き
、
出
版

社
も
ま
た
年
を
追
う
ご
と
に
増
大
す
る
需
要
に
応
え
る
べ
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
験
参
考
書
を
編
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集
・
刊
行
し
、
世
に
送
り
出
し
て
い
っ
た
。『
国
語
問
題
釈
義
』
と
『
漢
文
問
題
釈
義
』
に
つ
い

て
は
、
高
等
教
育
機
関
の
入
学
試
験
に
現
代
文
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
る
大
正
一
〇
年
頃
に
は
、

ひ
と
ま
ず
そ
の
役
割
を
終
え
た
と
み
ら
れ
る
が
、
相
前
後
し
て
塚
本
は
、
『
国
語
解
釈
法
』
『
漢

文
解
釈
法
』『
現
代
文
解
釈
法
』
な
ど
数
々
の
参
考
書
を
世
に
送
り
出
し
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前

期
を
経
て
一
九
五
〇
年
代
ま
で
の
間
、
受
験
参
考
書
の
著
者
と
し
て
認
知
を
受
け
続
け
た
。 

 

戦
後
、
昭
和
二
七
（
一
九
五
二
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」
一
四
七
三
号
の
「
告

知
板 

受
験
参
考
書
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
著
者
」
に
は
、
小
野
圭
次
郎
、
沼
野
井
春
雄
、
吉
岡
力
、

岩
切
晴
二
、
豊
田
浩
七
、
芳
賀
幸
四
郎
ら
と
並
ん
で
塚
本
哲
三
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い

る
。 

  
 

静
岡
県
生
、
浜
松
中
学
三
年
で
中
退
、
そ
の
後
は
独
学
、
二
十
八
歳
の
時
に
上
京
、
立
教

中
学
に
奉
職
し
た
（
中
略
）「
国
語
解
釈
法
」
初
版
は
大
正
五
年
、
戦
後
新
仮
名
遣
い
で
内

容
も
改
め
、「
完
修
国
文
解
釈
法
」
と
な
つ
た
が
、
通
し
て
九
六
〇
版
、
百
万
内
外
で
あ
る
。

現
在
出
て
い
る
参
考
書
だ
け
で
も
「
基
本
漢
文
解
釈
法
」
ほ
か
二
十
点
位
。
売
れ
た
理
由

は
？･

･
･
･
･
･

生
徒
の
立
場
に
な
つ
て
、
こ
れ
で
解
る
か
し
ら
と
、
易
し
く
丁
寧
に
書
く
か

ら
で
し
ょ
う
。
原
文
と
解
釈
と
の
間
が
有
機
的
に
つ
な
が
つ
て
い
る
こ
と
だ
け
は
自
慢
で

き
ま
す
。―

―

解
釈
と
は
原
文
の
再
現
芸
術
で
「
脚
本
を
こ
な
す
役
者
の
演
技
」
だ
と
い

う
。「
考
え
方
」
は
こ
の
基
本
的
態
度
で
、
近
く
ま
た
漢
文
に
通
用
し
て
新
著
を
だ
す
予
定
。

「
ア
メ
リ
カ
流
の
教
育
理
論
に
合
せ
て
書
い
た
参
考
書
は
だ
め
で
」
、
試
験
問
題
が
い
く
ら

変
つ
て
も
実
力
の
つ
け
方
に
は
変
り
な
い
。
逆
コ
ー
ス
と
し
て
で
な
く
日
本
の
古
典
的
教

養
と
し
て
漢
文
を
勧
め
る
。
現
在
も
八
時
間
ず
つ
三
日
予
備
校
で
教
鞭
を
と
つ
て
元
気
一

杯
⒄

。 
  

塚
本
は
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
の
『
国
語
問
題
釈
義
』『
漢
文
問
題
釈
義
』
刊
行
以
降
、

し
だ
い
に
学
校
教
師
と
し
て
の
立
場
か
ら
離
れ
、
予
備
校
講
師
、
著
者
・
編
集
者
の
道
を
歩
み

始
め
る
。
そ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
、
彼
自
身
が
記
し
た
随
筆
を
参
照
し
な
が
ら
、
も
う

少
し
立
体
的
に
捉
え
直
し
て
み
た
い
。 

二二  

『『
聖聖
戦戦
閑閑
話話
』』
にに
みみ
るる
塚塚
本本
哲哲
三三
のの
前前
半半
生生  

 

塚
本
哲
三
の
伝
記
材
料
に
つ
い
て
は
、『
大
衆
人
事
録
』
な
ど
の
名
鑑
に
掲
載
さ
れ
た
情
報
の

ほ
か
に
⒅

、
有
朋
堂
の
創
業
者
・
三
浦
理
の
追
悼
文
集
『
三
浦
理
君
追
想
録
』
や
、
塚
本
自
身

が
講
習
会
の
席
上
や
『
日
刊
受
験
研
究
』
誌
上
で
語
り
記
し
た
も
の
を
整
理
し
た
随
筆
集
『
聖

戦
閑
話
』
が
あ
る
⒆

。
そ
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
現
代
文
解
釈
法
』
の
解
説
で
も
言

及
し
た
が
、
本
稿
で
は
あ
ら
た
め
て
、
先
に
掲
げ
た
よ
う
な
資
料
に
基
づ
き
な
が
ら
、
塚
本
が

受
験
参
考
書
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。 

ま
ず
は
『
聖
戦
閑
話
』
に
基
づ
き
な
が
ら
、
出
生
か
ら
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
に
立
教

中
学
の
教
諭
と
な
る
ま
で
の
歩
み
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

 

明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
一
二
月
、
静
岡
県
小
笠
郡
堀
内
と
い
う
駅
か
ら
一
里
半
離
れ
た

村
落
の
農
家
に
生
ま
れ
た
哲
三
は
、
そ
の
村
の
小
さ
な
寺
の
住
持
で
あ
っ
た
塚
本
哲
英
の
養
子

と
し
て
育
っ
た
。
尋
常
小
学
校
・
高
等
小
学
校
を
終
え
た
の
ち
、
編
入
試
験
を
受
け
て
浜
松
中

学
校
で
学
ぶ
が
中
途
退
学
し
、
し
ば
ら
く
の
間
、
出
身
の
高
等
小
学
校
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
る
。 

 

二
一
歳
の
冬
、
帝
国
教
育
会
の
国
漢
文
中
等
教
員
講
習
会
に
入
会
す
る
た
め
に
姉
を
頼
っ
て

上
京
し
た
が
、
聴
講
は
「
読
む
事
が
す
き
で
喋
べ
る
事
が
す
き
で
、
黙
つ
て
聴
い
て
ゐ
る
事
の

出
来
ぬ
私
の
我
儘
な
性
分
」
か
ら
、
一
か
月
ほ
ど
で
止
め
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
神
田
の
和
泉

小
学
校
や
京
橋
の
文
海
小
学
校
で
教
え
た
が
、
自
身
の
病
気
や
姉
の
死
去
が
重
な
り
、
病
気
療

養
の
た
め
、
兄
の
婿
入
り
先
を
頼
っ
て
再
び
静
岡
へ
と
戻
っ
た
。 

 

半
年
ほ
ど
療
養
し
た
の
ち
、
塚
本
は
、
焼
津
の
東
益
津
小
学
校
の
教
壇
に
立
つ
が
、
二
五
歳

の
秋
に
ふ
た
た
び
上
京
。
麻
布
の
南
山
小
学
校
で
英
語
の
教
員
と
し
て
働
く
傍
ら
国
民
英
学
会

に
通
い
、
伊
藤
先
生
（
浜
松
中
学
時
代
の
恩
師
、
伊
藤
太
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）
の
紹
介
で
埼

玉
県
の
熊
谷
中
学
校
に
転
じ
た
。
二
六
歳
の
と
き
中
等
教
員
国
語
漢
文
試
験
に
合
格
、
熊
谷
中

学
校
や
山
口
県
の
岩
国
中
学
校
で
教
え
た
が
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
、
二
八
歳
の
と
き

に
立
教
中
学
校
へ
と
転
任
し
、
再
び
東
京
へ
戻
る
。
そ
の
際
の
事
情
に
つ
い
て
塚
本
は
、『
聖
戦

閑
話
』
所
収
「
自
分
を
語
る
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

  
 

岩
国
中
学
の
校
長
は
浜
中
時
代
の
校
長
杉
田
平
四
郎
先
生
で
、
多
少
同
僚
の
先
生
方
か
ら

誤
解
を
受
け
た
か
と
思
ふ
位
に
信
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
現
は
れ
の
一
つ
は
、
全

然
私
の
考
に
一
任
し
て
の
新
寄
宿
舎
の
創
設
的
経
営
で
あ
つ
た
。
だ
が
当
時
の
私
は
そ
の

知
遇
に
報
い
て
ゆ
つ
く
り
寄
宿
舎
の
創
設
を
進
め
て
行
く
に
は
野
心
と
懊
悩
と
が
多
過
ぎ

た
。
斯
く
し
て
遂
に
杉
田
校
長
に
負
い
て
二
十
八
の
秋
東
京
の
立
教
中
学
に
転
じ
て
了
つ

た
。
そ
の
直
接
の
動
機
は
、
当
時
三
中
の
先
生
で
あ
つ
た
伊
藤
先
生
が
早
大
の
勝
俣
教
授

と
提
携
し
て
有
朋
堂
か
ら
刊
行
す
べ
く
計
画
さ
れ
て
ゐ
た
英
語
辞
書
の
お
手
伝
を
す
る
事

で
あ
つ
た
。 
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立
教
へ
来
て
か
ら
の
私
は
色
々
な
先
生
の
御
親
交
を
受
け
た
。
中
に
も
本
荘
季
彦
先
生
や

古
賀
友
太
先
生
な
ど
は
そ
の
最
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
殊
更
深
く
相
結
ん
で
今
日
に
及
ん

で
ゐ
る
の
は
考
へ
方
の
藤
森
良
蔵
先
生
で
あ
る
⒇

。 
  

岩
国
中
学
校
を
辞
め
立
教
中
学
校
へ
と
移
り
、
本
荘
季
彦
（
掬
水
）
、
古
賀
友
太
、
藤
森
良
蔵

と
出
会
っ
た
こ
と
は
、
塚
本
に
ひ
と
つ
の
転
機
を
も
た
ら
し
た
。
な
か
で
も
、
明
治
四
三
（
一

九
一
〇
）
年
に
『
幾
何
学
考
へ
方
と
解
き
方
』
を
刊
行
し
、
以
来
「
考
へ
方
主
義
」
を
掲
げ
て
、

受
験
界
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
藤
森
と
の
邂
逅
は
、
塚
本
の
そ
の
後
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
日
土
講
習
会
」
、
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
の
雑

誌
『
考
へ
方
』
創
刊
（
主
幹
：
藤
森
良
蔵
、
編
輯
主
任
：
塚
本
哲
三
）
、
「
考
へ
方
研
究
社
」
の

立
ち
上
げ
と
関
連
す
る
参
考
書
の
出
版
、
具
体
的
に
は
、
塚
本
哲
三
『
漢
文
の
学
び
方
考
へ
方

解
き
方
』（
考
へ
方
研
究
社
、
一
九
一
九
年
）
、
同
『
国
文
の
学
び
方
考
へ
方
と
解
き
方
』（
考
へ

方
研
究
社
、
一
九
二
〇
年
）
な
ど
の
刊
行
は
、
い
ず
れ
も
、
両
者
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い

る
（21）
。 

三三  

勝勝
俣俣
銓銓
吉吉
郎郎
のの
辞辞
書書
編編
纂纂
をを
手手
伝伝
うう  

 

中
学
の
一
教
師
で
あ
っ
た
塚
本
哲
三
が
、
受
験
参
考
書
や
学
習
参
考
書
の
編
著
者
と
し
て
、

日
本
文
学
の
一
大
叢
書
と
し
て
知
ら
れ
る
「
有
朋
堂
文
庫
」
や
中
国
の
古
典
や
江
戸
の
漢
文
作

品
を
収
め
た
「
漢
文
叢
書
」
の
編
集
者
と
し
て
、
出
版
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
契
機
を
も

た
ら
し
た
の
が
、
有
朋
堂
と
そ
の
創
業
者
・
三
浦
理
で
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
。 

 

三
浦
理
は
、
明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
九
月
に
静
岡
は
掛
川
太
田
藩
の
藩
士
三
浦
正
幹
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
、
九
歳
で
浜
松
の
商
店
店
員
と
な
っ
た
の
ち
、
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年
、

一
一
歳
の
と
き
三
省
堂
に
入
社
、
そ
の
後
一
八
年
間
、
同
社
に
勤
務
し
た
。 

 

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
に
独
立
し
て
、
神
田
錦
町
に
有
朋
堂
を
創
業
。
当
初
は
三
省
堂

の
辞
書
や
教
科
書
の
取
次
販
売
を
し
つ
つ
、
し
だ
い
に
出
版
事
業
へ
と
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。

明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
は
、
樺
正
董
『
数
学
綱
要
』
代
数
学
・
三
角
法
之
部
お
よ
び
『
同
』

算
術
・
幾
何
学
之
部
を
刊
行
し
（22）
、
以
来
、
佐
々
木
文
美
『
英
語
作
文
教
本
』
、
南
日
恒
太
郎
『
和

文
英
訳
法
』
『
英
文
解
釈
法
』
、
山
下
安
太
郎
、
帰
山
信
順
に
よ
る
『
化
学
解
義
』
や
『
物
理
学

解
義
』
な
ど
の
参
考
書
を
手
が
け
て
い
る
。
そ
の
有
朋
堂
が
、
辞
書
編
纂
に
取
り
組
み
は
じ
め

た
の
は
、
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
二
月
に
刊
行
さ
れ
た
、
神
田
乃
武
・
南
日
恒
太
郎
共

編
『
英
和
双
解
熟
語
大
辞
典
』
以
降
の
こ
と
で
あ
る
（23）
。 

 

前
節
で
紹
介
し
た
「
自
分
を
語
る
」
に
み
え
る
、
早
稲
田
大
学
の
「
勝
俣
教
授
」
と
い
う
の

は
勝
俣
銓
吉
郎
の
こ
と
だ
ろ
う
。
理
論
よ
り
も
実
用
を
重
視
し
、「
い
か
に
英
語
を
使
い
こ
な
す

か
」
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
置
い
た
勝
俣
は
、
徹
底
的
な
用
例
採
取
を
礎
に
、
そ
の
生
涯
を
通

じ
て
多
く
の
辞
典
を
編
纂
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
、
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
に
研
究
社

か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
英
和
活
用
大
辞
典
』
は
、
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
辞
典
の
先
駆
と
し
て
、
英
語

辞
書
編
纂
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
と
同
時
に
、
勝
俣
の
業
績
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
勝
俣
銓
吉
郎
と
有
朋
堂
と
の
関
係
は
い
つ
ご
ろ
よ
り
兆
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
出
来
成
訓
「
英
学
者
勝
俣
銓
吉
郎
」
の
稿
末
に
掲
げ
ら
れ
た
「
勝
俣
銓
吉
郎
著
作
目
録
」

に
よ
れ
ば
、
有
朋
堂
と
勝
俣
と
の
関
わ
り
は
、
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
の
『
英
語
倶
楽
部
』

刊
行
ま
で
遡
る
と
い
う
（24）
。
以
降
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
『
名
家
尺
牘
集
』『
三
大
文

豪
』『
探
偵
奇
談
』
を
手
が
け
、
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
は
西
洋
笑
話
集
の
対
訳
『
西
洋

柳
樽
』
を
刊
行
し
て
い
る
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
先
に
紹
介
し
た
神
田
乃
武
・
南
日
恒
太
郎

共
編
『
英
和
双
解
熟
語
大
辞
典
』
の
編
纂
に
あ
た
り
、
勝
俣
が
三
年
を
費
や
し
て
初
案
の
作
成

や
材
料
蒐
集
、
配
列
の
考
案
を
行
っ
た
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
経
験
は
、
有
朋
堂
か
ら
刊
行

さ
れ
た
、『
英
和
例
解
要
語
大
辞
典
』（
一
九
一
一
年
、
上
巻
の
み
）
、『
英
和
根
底
三
千
句
』（
大

正
六
）
、『
英
和
活
用
五
千
句
』（
一
九
二
〇
年
）
を
経
て
、
勝
俣
英
語
学
の
集
大
成
と
も
い
う
べ

き
『
英
和
活
用
大
辞
典
』
に
活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
（25）
。 

 

こ
の
過
程
で
、
塚
本
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
必
ず
し
も
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、

伊
藤
太
郎
と
の
縁
で
勝
俣
の
辞
書
を
手
伝
っ
た
こ
と
は
、『
三
浦
理
君
追
想
録
』
に
収
め
ら
れ
て

い
る
「
太
く
短
か
か
つ
た
君
の
一
生
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

僕
が
三
浦
君
と
知
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年
の
秋
、
旧
師
伊
藤
太
郎
先
生

と
勝
俣
銓
吉
郎
氏
と
が
特
殊
の
英
和
字
典
を
作
ら
れ
る
計
画
の
一
部
を
お
手
伝
い
し
た
時

に
始
ま
る
。
そ
の
秋
僕
は
山
口
県
岩
国
中
学
を
辞
し
て
、
立
教
中
学
の
先
生
に
な
つ
て
上

京
し
た
の
で
あ
つ
た
。
年
は
二
十
八
だ
つ
た
が
、
其
の
頃
の
僕
は
ば
か
に
若
く
見
え
た
も

の
だ
。
正
に
一
介
白
面
の
書
生
と
い
ふ
風
だ
つ
た
。
学
問
と
い
つ
た
所
で
、
経
験
と
い
つ

た
所
で
、
僅
か
に
文
検
の
国
漢
が
通
つ
て
中
学
教
師
と
し
て
只
の
三
年
、
そ
れ
で
も
当
時

の
編
輯
長
と
い
ふ
か
、
ひ
ど
く
威
張
つ
て
ゐ
た
永
井
君
の
知
る
所
と
な
つ
て
、
自
然
三
浦

君
か
ら
も
か
な
り
厚
遇
さ
れ
た
（26）
。 



塚本哲三の前半生と有朋堂

（18）
6 

  

塚
本
が
勝
俣
銓
吉
郎
の
辞
書
を
手
伝
っ
た
時
期
は
、
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
辞
書
が
『
英
和
双
解
熟
語
大
辞
典
』
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、『
英
和
例
解
要

語
大
辞
典
』
で
あ
っ
た
の
か
は
、
先
の
記
述
か
ら
は
判
然
と
し
な
い
が
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て

塚
本
は
、
有
朋
堂
の
三
浦
理
や
永
井
太
三
郎
と
の
関
係
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

四四  

藤藤
井井
乙乙
男男
編編
『『
諺諺
語語
大大
辞辞
典典
』』
のの
分分
類類
索索
引引
をを
考考
案案  

 

塚
本
と
有
朋
堂
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
よ
り
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
わ
が
国
の
近

代
的
な
「
こ
と
わ
ざ
辞
典
」
の
嚆
矢
と
も
い
え
る
、
藤
井
乙
男
編
『
諺
語
大
辞
典
』
編
集
・
刊

行
事
業
が
あ
る
。
こ
の
辞
書
と
塚
本
哲
三
と
の
か
か
わ
り
は
、『
三
浦
理
君
追
想
録
』
所
収
「
太

く
短
か
か
つ
た
君
の
一
生
」
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
そ
の
記
述
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。 

  
 

そ
し
て
僕
の
饒
舌
が
禍
を
な
し
た
と
い
ふ
か
幸
を
な
し
た
と
い
ふ
か
、
そ
の
翌
四
十
二
年

に
は
諺
語
大
辞
典
の
索
引
を
引
受
け
さ
せ
ら
れ
た
。
引
受
け
た
の
で
は
な
い
、
引
受
け
さ

せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
十
二
月
も
大
分
迫
つ
て
か
ら
や
つ
と
索
引
が
纏
つ
て
、
三
浦
君
と

一
緒
に
京
都
に
行
つ
た
。
京
大
へ
赴
任
さ
れ
た
ば
か
り
の
藤
井
博
士
に
お
目
に
懸
つ
て
、

柊
屋
で
そ
の
原
稿
を
お
目
に
懸
け
た
。
僕
は
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、
京
都
見
物
に
廻
る
事
に

な
つ
た
。
索
引
に
対
し
て
ひ
ど
い
お
小
言
で
も
出
て
は
僕
に
気
の
毒
だ
と
い
ふ
三
浦
君
の

心
尽
し
か
ら
だ
つ
た
と
思
ふ
。
所
が
大
体
に
於
て
そ
の
索
引
は
著
者
藤
井
博
士
の
心
か
ら

の
喜
び
を
得
た
ら
し
い
。
三
浦
君
と
僕
と
の
間
が
深
く
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
索

引
に
起
因
す
る
と
信
ず
る
（27）
。 

  

『
諺
語
大
辞
典
』
の
編
著
者
「
藤
井
博
士
」
は
、
俗
諺
（
こ
と
わ
ざ
）
や
近
世
文
学
の
研
究

で
知
ら
れ
る
藤
井
乙
男
（
紫
影
）
の
こ
と
で
あ
る
。「
藤
井
乙
男
先
生
御
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
彼

は
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
七
月
に
兵
庫
県
津
名
郡
洲
本
町
（
淡
路
島
）
に
生
ま
れ
、
明
治

二
七
（
一
八
九
四
）
年
七
月
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
学
科
を
卒
業
す
る
と
、
同
年
一

〇
月
に
尋
常
中
学
修
猷
館
教
諭
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
に
は
第
四
高
等
学
校
教
授
と
な

っ
た
（28）
。
こ
の
間
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
知
友
の
草
野
清
民
と
の
共
編
で
『
帝
国
大

辞
典
』
を
三
省
堂
か
ら
刊
行
す
る
と
と
も
に
（29）
、『
新
編
国
文
読
本
』
や
『
新
撰
帝
国
小
史
』
な

ど
の
教
科
書
を
積
善
館
か
ら
上
梓
し
て
い
る
。 

 

石
川
の
第
四
高
等
学
校
に
転
じ
て
か
ら
の
藤
井
は
、
岩
城
準
太
郎
の
「
藤
井
乙
男
先
生
の
学

殖
と
著
作
」
に
、 

  
 

当
時
先
生
は
既
に
俗
諺
の
蒐
集
と
研
究
と
に
着
手
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
俗
諺
の
蒐
集
は
、
そ

の
完
璧
を
期
す
る
と
な
る
と
、
事
甚
だ
容
易
で
な
く
、
古
今
の
典
籍
を
渉
猟
し
て
、
恒
砂

の
中
か
ら
零
碎
の
玉
を
拾
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
先
生
は
こ
の
容
易
な
ら
ぬ
仕
事
と
取
組
ん
で
、

十
余
年
の
精
根
を
傾
け
、
更
に
こ
れ
に
研
究
を
加
へ
て
、
明
治
三
十
九
年
「
俗
諺
論
」（
昭

和
四
年
改
版
「
諺
の
研
究
」
）
を
著
し
、
同
四
十
三
年
「
諺
語
大
辞
典
」
（
収
載
事
項
三
万

余
）
の
大
著
述
を
完
成
せ
ら
れ
た
。
こ
の
書
は
、
当
時
だ
け
で
な
く
今
日
に
お
い
て
も
比

類
を
絶
す
る
名
篇
で
あ
つ
て
、
又
実
に
先
生
が
近
世
の
群
籍
を
渉
猟
せ
ら
れ
る
機
縁
と
な

つ
た
も
の
で
あ
る
（30）
。 

 

と
あ
る
よ
う
に
、
近
世
文
学
や
こ
と
わ
ざ
（
俚
諺
、
俗
諺
）
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
こ

の
間
の
著
述
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
九
月
に
は
、
ま
ず
近
松
門

左
衛
門
の
伝
記
や
逸
話
、
著
作
等
を
紹
介
し
た
『
近
松
門
左
衛
門
』
が
金
港
堂
よ
り
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
に
は
『
俗
諺
論
』
を
富
山
房
よ
り
上
梓
し
て
い
る
が
、

こ
の
間
の
最
大
の
成
果
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
は
、
や
は
り
、
明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）
年
に
刊
行

さ
れ
た
『
諺
語
大
辞
典
』
で
あ
ろ
う
。
そ
の
編
纂
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
藤
井
自
身
が
辞
典
の

「
緒
言
」
に
、 

  
 

余
が
俗
諺
の
蒐
集
に
始
め
て
著
手
せ
し
は
、
明
治
三
十
年
四
月
に
し
て
、
筑
前
福
岡
な
る

修
猷
館
に
奉
職
せ
る
時
な
り
き
。
翌
年
九
月
、
金
沢
の
第
四
高
等
学
校
に
転
ず
る
に
及
び
、

同
僚
の
学
友
武
笠
三
君
も
、
亦
か
ね
て
此
事
業
に
著
手
せ
り
し
こ
と
と
て
、
相
謀
り
て
協

力
事
に
当
ら
ん
と
約
し
、
捜
索
の
方
面
を
分
ち
、
各
ヽ
古
書
中
の
俚
諺
を
収
拾
す
る
に
力

め
し
が
、
其
後
武
笠
君
は
浦
和
に
転
じ
、
次
で
鹿
児
島
に
移
り
、
遠
く
相
離
れ
て
研
究
を

共
に
す
る
の
便
を
缺
く
に
至
り
ぬ
。
三
十
八
年
十
月
、
余
は
従
来
蒐
集
せ
る
材
料
を
応
用

し
て
、
ま
づ
『
俗
諺
論
』（
富
山
房
発
行
）
と
題
す
る
小
冊
子
を
公
に
し
て
、
俗
諺
の
性
質

功
用
を
世
に
示
し
、
且
矻
々
と
し
て
辞
典
の
編
纂
に
鞅
掌
せ
し
に
、
武
笠
君
余
が
苦
心
を

諒
と
し
、
一
朝
筺
中
の
資
料
を
挙
げ
て
恵
与
せ
ら
れ
し
か
ば
、
愈
ヽ
勇
気
を
鼓
舞
し
て
、

遂
に
今
日
の
大
成
を
見
る
に
至
れ
り
。
前
後
十
三
年
に
亘
れ
る
事
業
と
し
て
は
、
真
に
眇

然
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
公
務
の
余
暇
、
一
人
の
助
手
を
も
使
用
せ
ず
、
且
絶
え
ず
持
病
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の
「
リ
ウ
マ
チ
ス
」
と
闘
ひ
つ
ゝ
、
漸
く
完
成
す
る
を
得
た
る
は
、
余
の
私
に
幸
と
す
る

所
な
り
（31）
。 

 
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
藤
井
が
こ
の
方
面
の
研
究
に
着
手
し

た
の
が
、
明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）
年
四
月
で
あ
っ
た
こ
と
、
当
初
は
、
同
様
の
作
業
を
進
め

て
い
た
武
笠
三
（32）
と
連
携
・
分
担
し
て
作
業
を
進
め
て
い
た
も
の
の
、
武
笠
の
異
動
に
伴
い
共

同
研
究
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
、
藤
井
は
そ
れ
ま
で
に
蒐
集
し
た
資
料
に
基
づ
い
て
『
俗
諺
論
』

を
著
し
、
こ
と
わ
ざ
研
究
の
意
義
を
唱
導
す
る
と
と
も
に
、
武
笠
か
ら
の
資
料
提
供
も
受
け
つ

つ
辞
典
の
編
纂
を
継
続
、
そ
の
成
果
が
『
諺
語
大
辞
典
』
に
結
実
し
て
い
っ
た
こ
と
が
み
え
て

く
る
。
た
だ
し
、
以
上
の
よ
う
な
記
述
の
う
ち
に
、
塚
本
と
の
関
わ
り
は
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
。 

 

実
際
に
『
諺
語
大
辞
典
』
を
捲
っ
て
い
く
と
、「
緒
言
」
の
後
に
付
さ
れ
た
「
五
十
音
図
索
引
」

「
仮
字
索
引
（
か
な
索
引
）
」・「
字
音
索
引
」
と
は
別
に
、
意
義
や
用
法
に
基
づ
く
「
分
類
索
引
」

が
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
の
例
言
に
は
「
本
索
引
ハ
、
塚
本
哲
三
氏
ノ
考

案
ト
労
力
ト
ニ
ヨ
リ
テ
成
レ
リ
、
記
シ
テ
感
謝
ノ
意
ヲ
表
ス
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
分
類

索
引
こ
そ
が
、
塚
本
の
い
う
「
引
き
受
け
さ
せ
ら
れ
た
」
索
引
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

こ
の
塚
本
の
考
案
に
か
か
る
索
引
に
つ
い
て
は
、「
十
分
に
使
い
こ
な
す
に
は
多
少
の
習
熟
を

要
す
る
（33）
」
と
の
評
も
あ
る
が
、『
諺
語
大
辞
典
』
を
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
と
し
て
活
用
す
る

際
に
、
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
既
知
の
こ
と
わ
ざ
で
あ
れ
ば
、「
五
十
音
図
索

引
」
「
仮
字
索
引
」
「
字
音
索
引
」
を
経
る
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
基
本
的
に
五
十
音
順
に
配
列

さ
れ
た
見
出
し
語
を
追
い
、
ペ
ー
ジ
を
捲
っ
て
い
け
ば
事
足
り
る
。
し
か
し
、
未
知
の
こ
と
ば

を
探
索
し
た
い
場
合
、
こ
の
方
法
は
不
便
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
時
に
、
こ
と
わ
ざ
の
意
義
・

用
法
に
着
目
し
た
塚
本
の
「
分
類
索
引
」
が
役
に
立
つ
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
愛
敬
」

「
愛
惜
」「
愛
憎
」
か
ら
「
賄
賂
」「
我
儘
」「
腕
力
」「
綿
」「
和
不
和
」
に
至
る
さ
ま
ざ
ま
な
キ

ー
ワ
ー
ド
を
手
が
か
り
に
、
目
的
の
言
葉
を
探
し
出
す
、
と
い
う
よ
う
に
。
の
ち
に
『
諺
語
大

辞
典
』
を
剽
窃
し
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
中
野
吉
平
『
俚
諺
大
辞
典
』
の
場
合

も
、
見
出
し
語
の
配
列
と
索
引
に
於
い
て
は
そ
の
特
色
を
示
そ
う
と
、「
天
文
」「
地
理
」「
時
令
」

「
道
徳
」
「
宗
教
」
「
人
事
」
「
学
芸
」
「
身
体
」
「
器
財
」
「
経
済
」
「
宮
室
」
「
動
植
物
」
「
飲
食
」

「
雑
」
の
一
四
の
部
門
の
も
と
に
五
十
音
で
配
列
し
、
巻
末
に
「
語
順
索
引
」
を
付
し
て
い
る
（34）
。

剽
窃
云
々
の
話
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
も
、
従
来
の
辞
書
と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
、
見
出

し
項
目
の
配
列
や
索
引
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
創
意
工
夫
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
の

二
つ
の
辞
典
の
例
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 

 

明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
一
二
月
、
塚
本
の
作
成
し
た
索
引
は
，
藤
井
乙
男
の
容
れ
る
と

こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
成
功
は
有
朋
堂
の
三
浦
理
と
塚
本
哲
三
と
の
間
を
、
よ
り
強
く
結
び
つ
け

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

お
わ
り
に 

 

岩
国
中
学
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
塚
本
哲
三
は
立
教
中
学
に
転
ず
る
と
、
浜
松
中
学
時
代
の

恩
師
で
あ
っ
た
伊
藤
太
郎
の
紹
介
で
、
有
朋
堂
の
英
語
辞
書
編
纂
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
、
次

い
で
『
諺
語
大
辞
典
』
の
索
引
作
り
に
従
事
し
た
。
そ
の
仕
事
の
中
で
兆
し
た
信
頼
関
係
と
、

人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
、
そ
の
後
の
塚
本
の
人
生
を
決
定
づ
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の

記
念
す
べ
き
第
一
歩
が
、
「
太
く
短
か
か
つ
た
君
の
一
生
」
の
中
で
塚
本
自
身
が
、 

  
 

車
中―

―

往
き
途
か
帰
り
途
か
覚
え
が
な
い
が
、
国
語
と
漢
文
の
入
試
問
題
解
釈
を
作
る

と
い
ふ
約
束
も
成
立
し
て
，
二
書
共
に
四
十
三
年
に
有
朋
同
か
ら
出
し
て
貰
ふ
事
に
な
つ

た
。
そ
れ
が
僕
の
貧
弱
な
著
作
事
業
の
抑
も
の
第
一
歩
で
あ
る
（35）
。 

 

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
の
『
国
語
問
題
釈
義
』
と
『
漢
文
問
題
釈
義
』
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

以
降
、
塚
本
は
、
有
朋
堂
と
前
述
の
考
へ
方
研
究
社
か
ら
さ
ま
ざ
ま
著
述
を
世
に
送
り
出
し
て

い
く
。
そ
の
中
に
は
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
精
説
国
漢
文
要
義
』
の
よ

う
に
、
藤
井
乙
男
の
校
閲
を
仰
い
だ
も
の
も
あ
っ
た
。 

 

著
者
と
版
元
の
関
係
を
軸
に
過
去
の
出
版
物
を
み
て
い
く
と
、
そ
の
周
辺
に
広
が
る
人
と
人

と
の
繋
が
り
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
糸
を
丁
寧
に
と
き
ほ
ぐ
し
て
い
く
こ

と
で
、
従
来
の
研
究
と
は
違
っ
た
視
角
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
本
稿
は
、
そ

の
よ
う
な
問
題
意
識
に
基
づ
く
一
試
論
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
作
業
を
通
じ
て
、
塚
本
が
中
学

教
師
か
ら
著
者
へ
と
転
じ
た
直
接
・
間
接
の
契
機
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
明
確
に
な
っ
た
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
調
査
を
進
め
、
彼
の
仕
事
の
全
貌
を
把
握
す
る
努
力
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
で
、
教
育
史
と
出
版
史
の
両
面
に
お
い
て
、
塚
本
哲
三
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
う

る
の
か
、
考
察
を
重
ね
て
い
き
た
い
。 



塚本哲三の前半生と有朋堂

（20）

⑴　

 

国
立
教
育
研
究
所
附
属
教
育
図
書
館
編
『
国
定
教
科
書
内
容
索
引
―
国
定
教
科
書
内
容
の

変
遷 

尋
常
科
修
身
・
国
語
・
唱
歌
篇
―
』
（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
六
六
年
）
、
田
坂
文

穂
編
『
旧
制
中
等
教
育
国
語
科
教
科
書
内
容
索
引
』
（
教
科
書
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
四

年
）
。

⑵　

 

野
地
潤
家
「
国
語
解
釈
法
の
史
的
展
開
」（
『
国
語
教
育
通
史
』
共
文
社
、
一
九
七
四
年
）
初
出
：

「
国
語
」
一
二
、
徳
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
学
会
、
一
九
七
四
年
二
月
。
同
論
文

は
明
治
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
至
る
ま
で
の
国
語
解
釈
法
の
史
的
展
開
を
概
述
し
た
も
の

で
塚
本
哲
三
の
『
国
文
解
釈
法
』
と
『
現
代
文
解
釈
法
』
に
も
言
及
す
る
。

⑶　

 

菅
原
亮
芳
編
『
受
験
・
進
学
・
学
校
―
近
代
日
本
教
育
雑
誌
に
み
る
情
報
の
研
究
―
』
（
学

文
社
、
二
〇
〇
八
年
）
。
同
書
は
研
究
編
と
資
料
編
か
ら
な
り
、
研
究
編
の
第
一
章
で
は
『
受

験
と
小
学
生
』
『
受
験
と
学
生
』
『
蛍
雪
時
代
』
『
受
験
界
』
『
鉄
道
青
年
』
、
第
二
章
で
は
進

学
案
内
所
に
関
す
る
論
考
が
収
め
ら
れ
、
資
料
編
に
は
「
戦
前
日
本
に
お
け
る
受
験
雑
誌

一
覧
お
よ
び
出
版
点
数
」
と
「
近
代
日
本
に
お
け
る
進
学
案
内
書
の
文
献
目
録
」
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。

⑷　

 

教
育
史
研
究
が
、
従
来
の
近
代
学
校
中
心
史
観
を
相
対
化
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
な
か
で
、

「
メ
デ
ィ
ア
（
史
）
」
の
視
点
を
取
り
入
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
宮
坂
朋
幸
「
近

代
学
校
教
育
の
相
対
化
」
（
教
育
史
学
会
編
『
教
育
史
研
究
の
最
前
線
Ⅱ
』
六
花
出
版
、

二
〇
一
八
年
）
五
二
～
五
九
頁
を
参
照
。

⑸　

 

清
田
昌
弘
「
戦
前
の
受
験
雑
誌
に
み
る
出
版
事
情
―
そ
の
広
告
媒
体
を
利
用
し
た
鈴
木
一

平
の
戦
略
―
」
（
「
日
本
出
版
史
料
―
制
度
・
実
態
・
人
―
」
二
、
一
九
九
六
年
八
月
）
。

⑹　

 

拙
稿
「
塚
本
哲
三
の
事
績
と
『
現
代
文
解
釈
法
』
」（
塚
本
哲
三
『
現
代
文
解
釈
法
』
論
創
社
、

二
〇
一
七
年
）
七
三
一
～
七
四
四
頁
。

⑺　

 

板
倉
聖
宣
「
受
験
参
考
書
」
（
『
世
界
大
百
科
事
典
』
一
三
、
改
訂
新
版
、
平
凡
社
、

二
〇
〇
七
年
）
。

⑻　

 

塚
本
哲
三
編
『
諸
官
立
学
校
入
学
試
験
国
語
問
題
釈
義
―
自
明
治
三
十
五
年
度
至
明
治

四
十
二
年
度
―
』
（
有
朋
堂
、
一
九
一
〇
年
）
。

⑼　

 

塚
本
哲
三
編
『
諸
官
立
学
校
入
学
試
験
国
語
問
題
釈
義
―
自
明
治
三
十
五
年
度
至
明
治

四
十
二
年
度
―
』
（
注
八
前
掲
書
）
、
同
編
『
諸
官
立
学
校
入
学
試
験
漢
文
問
題
釈
義
―
自

明
治
三
十
五
年
度
至
明
治
四
十
二
年
度
―
』
（
有
朋
堂
、
一
九
一
〇
年
）
。

⑽　

 

塚
本
哲
三
編
『
精
説
国
漢
文
要
義
』
（
有
朋
堂
、
一
九
一
三
年
）
。

⑾　

「
朝
日
新
聞
」
一
九
一
四
年
四
月
一
七
日
、
朝
刊
、
東
京
。

⑿　

「
朝
日
新
聞
」
一
九
一
七
年
三
月
一
四
日
、
朝
刊
、
東
京
。

⒀　

「
朝
日
新
聞
」
一
九
一
八
年
四
月
二
一
日
、
朝
刊
、
東
京
。

⒁　

 

二
〇
二
〇
年
八
月
現
在
、
筆
者
がO

P
A
C

等
で
所
蔵
を
確
認
で
き
た
も
の
は
以
下
の
通

り
。
①
と
②
に
つ
い
て
は
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
提
供
さ
れ
て
い
る

一
九
一
〇
年
の
も
の
が
見
や
す
い
が
、
そ
れ
以
降
の
増
補
を
確
認
し
た
い
場
合
、
各
館
の

所
蔵
資
料
を
直
接
確
認
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

① 

『
諸
官
立
学
校
入
学
試
験
国
語
問
題
釈
義
』
：
国
立
国
会
図
書
館
（
一
九
一
〇
年
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
あ
り
）
、
秋
田
県
立
図
書
館
（
一
九
一
五
年
）
、
同
志
社
大
学
図
書
館
（
一
九
一
六

年
）
。

　

② 

『
諸
官
立
学
校
入
学
試
験
漢
文
問
題
釈
義
』
：
国
立
国
会
図
書
館
（
一
九
一
〇
年
、
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
あ
り
）
、
大
阪
市
立
大
学
学
術
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
（
一
九
一
六
年
）
、
鎌
倉

女
子
大
学
図
書
館
（
一
九
一
七
年
）
、
拓
殖
大
学
図
書
館
（
一
九
一
七
年
）
、
同
志
社
大
学

図
書
館
（
一
九
一
六
年
）
、
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
（
一
九
一
六
年
）
。

　

③ 

『
国
漢
文
問
題
釈
義
』
：
石
川
県
立
図
書
館
（
一
九
一
八
年
）
、
大
阪
府
立
図
書
館
（
不

明
）
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
（
一
九
一
八
年
）
、
名
古
屋
市
立
鶴
舞
中
央
図
書
館
（
訂
正
版
、

一
九
一
九
年
）
。

⒂　

 「
朝
日
新
聞
」
一
九
一
八
年
九
月
二
四
日
、
朝
刊
、
東
京
。

⒃　

「
朝
日
新
聞
」
一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
八
日
、
朝
刊
、
東
京
。

⒄　

 「
告
知
板　

受
験
参
考
書
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
著
者
」
（
「
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
」
一
四
七
三
号
、

一
九
五
二
年
一
一
月
五
日
）
二
五
頁
。
な
お
、
同
記
事
に
は
塚
本
哲
三
の
肖
像
（
写
真
）

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⒅　

 『
大
衆
人
事
録
』
第
一
四
版
、
東
京
篇
（
帝
国
秘
密
探
偵
社
、
一
九
四
二
年
）
六
四
三
頁
、

に
は
現
職
に
つ
い
て
「
有
朋
堂
編
輯
顧
問
、
日
土
講
習
会
講
師
、
考
へ
方
研
究
者
主
任
」

と
あ
り
、
閲
歴
と
し
て
「
静
岡
県
岩
澤
源
六
の
男
明
治
十
四
年
十
二
月
三
日
生
れ
塚
本
哲

英
の
養
子
と
な
る
浜
松
中
学
に
学
び
中
等
教
員
国
漢
文
科
検
定
試
験
合
格
熊
谷
岩
岡
立
教

中
学
教
諭
立
教
大
学
教
授
講
師
有
朋
堂
文
庫
編
輯
長
等
歴
職
大
正
四
年
現
職
就
任
『
徒
然

草
解
釈
』
他
数
書
の
著
書
あ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

⒆　

 

塚
本
哲
三
「
太
く
短
か
か
つ
た
君
の
一
生
」
（
永
井
太
三
郎
・
塚
本
哲
三
編
『
三
浦
理

君
追
想
録
』
私
家
版
、
一
九
二
九
年
）
、
同
「
自
分
を
語
る
」
（
『
聖
戦
閑
話
』
有
朋
堂
、

一
九
三
八
年
）
。

⒇　

塚
本
哲
三
「
自
分
を
語
る
」
（
『
聖
戦
閑
話
』
注
一
九
前
掲
書
）
。



教職課程センター紀要　第 5号

（21）

㉑
　�

藤
森
良
蔵
と
塚
本
哲
三
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
板
倉
聖
宣
「
藤
森
良
蔵
と
考
え
方
研
究
社
」

（
『
か
わ
り
だ
ね
の
科
学
者
た
ち
』
仮
説
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
。
雑
誌
『
考
へ
方
』

に
つ
い
て
は
、
藤
森
良
蔵
『
宣
伝
十
二
年
―
雑
誌
『
考
へ
方
』
五
周
年
紀
年
出
版
―
』
（
考

へ
方
研
究
社
、
一
九
二
二
年
）
も
参
考
に
な
る
。

㉒
　�

樺
正
董
編
『
数
学
綱
要
』
代
数
学
・
三
角
法
之
部
（
有
朋
堂
、
一
九
〇
二
年
）
お
よ
び
『
同
』

算
術
・
幾
何
学
之
部
（
有
朋
堂
、
一
九
〇
二
年
）
。
な
お
「
代
数
学
・
三
角
法
之
部
」
の
緒

言
に
「
書
肆
有
朋
堂
三
浦
理
氏
ハ
嘗
テ
予
ト
最
モ
関
係
深
キ
書
肆
三
省
堂
ノ
店
員
ナ
リ
シ

人
ナ
リ
此
度
新
ニ
書
店
ヲ
開
キ
タ
ル
ヲ
以
テ
予
ハ
祝
意
ヲ
表
ス
ル
タ
メ
ニ
嘗
テ
編
タ
ル
数

学
綱
要
ヲ
清
書
シ
世
ニ
公
ニ
ス
ル
ノ
権
利
ヲ
附
世
ス
ル
ヿ
ト
シ
タ
リ
」
と
あ
る
。

㉓
　�

有
朋
堂
の
辞
書
出
版
に
つ
い
て
は
、
惣
郷
正
明
編
『
目
で
見
る
明
治
の
辞
書
』
（
辞
典
協
会
、

一
九
八
九
年
）
の
中
で
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
有
朋
堂
が
『
英
和
双
解
熟
語

大
辞
典
』
の
編
纂
に
着
手
し
た
背
景
に
つ
い
て
、
鈴
木
省
三
は
『
日
本
の
出
版
界
を
築
い

た
人
び
と
』
（
柏
書
房
、
一
九
八
五
年
）
の
中
で
、
「
そ
の
企
画
は
英
語
学
界
空
前
の
大
企

画
で
あ
っ
た
。
莫
大
な
経
費
が
か
か
る
の
は
必
然
で
、
し
か
も
売
れ
行
き
は
未
知
数
で
あ
っ

た
。
こ
の
大
辞
典
の
成
否
は
有
朋
堂
の
興
廃
に
か
か
わ
る
大
事
業
と
い
っ
て
も
よ
い
。
三

浦
が
辞
書
出
版
の
手
始
め
に
、
な
ぜ
比
較
的
売
れ
行
き
の
未
知
数
な
こ
の
辞
典
を
選
ん
だ

の
か
。
そ
れ
は
三
浦
理
の
商
業
道
徳
心
に
原
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
永
井
ら
が
著
者
の

立
場
か
ら
、
た
び
た
び
手
ご
ろ
な
「
英
和
辞
典
」
の
出
版
を
す
す
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

三
浦
理
は
頑
と
し
て
こ
れ
に
応
じ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
旧
主
三
省
堂
書
店
亀
井
家
に
対
す

る
遠
慮
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
同
主
旨
の
記
述
は
、
永
井
太
三
郎
「
三

浦
理
君
と
私
」
（
『
三
浦
理
君
追
想
録
』
、
注
一
九
前
掲
書
）
に
も
見
え
る
。

㉔
　�『
英
語
倶
楽
部
―A

B
C
 
c
l
u
b

―
』
（
有
朋
堂
、
一
九
〇
五
年
）
。
同
書
は
、
教
育
勅
語
や
君
が

代
、
宣
戦
詔
勅
、
征
露
日
記
、
日
本
五
大
噺
な
ど
を
英
和
対
訳
し
た
英
語
初
学
者
の
小
冊

子
で
、
奥
付
に
よ
れ
ば
編
纂
兼
発
行
者
は
有
朋
堂
の
三
浦
理
。
「
朝
日
新
聞
」
明
治
三
八
年

八
月
二
三
日
、
朝
刊
、
東
京
版
、
五
面
の
新
刊
紹
介
に
も
、
内
容
紹
介
と
価
格
（
正
価
金

二
十
五
銭
）
の
記
述
は
あ
る
が
編
纂
者
の
記
載
は
な
い
。
喜
安
璡
太
郎
「
三
浦
理
君
を
憶
ふ
」

（
『
三
浦
理
君
追
想
録
』
、
注
一
九
前
掲
書
）
に
よ
れ
ば
、
勝
俣
も
ま
た
有
朋
堂
創
業
時
の
三

浦
の
「
相
談
相
手
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

㉕
　�

勝
俣
銓
吉
郎
『
英
和
活
用
大
辞
典
』
の
基
盤
が
、
神
田
乃
武
・
南
日
恒
太
郎
共
編
『
英
和

双
解
熟
語
大
辞
典
』
編
纂
へ
の
貢
献
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
土
肥
一
夫
「
勝
俣
銓

吉
郎
と
連
語
」
（
「
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要
」
五
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
を
参
照
。

㉖
　�

塚
本
哲
三
「
太
く
短
か
か
つ
た
君
の
一
生
」
（
『
三
浦
理
君
追
想
録
』
、
注
一
九
前
掲
書
）

三
一
五
頁
。

㉗
　�

塚
本
哲
三
「
太
く
短
か
か
つ
た
君
の
一
生
」
（
『
三
浦
理
君
追
想
録
』
、
注
一
九
前
掲
書
）

三
一
五
～
三
一
六
頁
。

㉘
　�

藤
井
乙
男
の
事
績
に
関
す
る
資
料
と
し
て
は
、
「
藤
井
乙
男
先
生
御
年
譜
」
「
藤
井
乙
男

先
生
御
著
作
年
譜
」
（
「
国
語
国
文
」
一
五
巻
五
号
、
一
九
四
六
年
八
月
）
、
岩
城
準
太

郎
「
藤
井
乙
男
先
生
の
学
殖
と
著
作
」
（
「
国
文
学
―
解
釈
と
鑑
賞
―
」
一
六
巻
一
二
号
、

一
九
五
一
年
一
二
月
）
、
『
京
都
大
学
文
学
部
五
十
年
史
』
（
京
都
大
学
文
学
部
、
一
九
五
六

年
）
二
〇
一
～
二
〇
二
頁
、
藤
井
乙
男
『
諺
の
研
究
』
講
談
社
学
術
文
庫
二
四
八
（
講
談
社
、

一
九
七
八
年
）
所
収
の
浅
田
善
二
郎
に
よ
る
「
解
説
」
と
「
著
者
年
譜
」
な
ど
が
あ
る
。

㉙
　�『
帝
国
大
辞
典
』
に
つ
い
て
は
、
三
省
堂
の
辞
書
編
集
者
の
一
人
と
し
て
知
ら
れ
る
、
斎
藤

精
輔
の
『
辞
書
生
活
五
十
年
史
』B

i
b
l
i
o
p
h
i
l
e
 
s
e
r
i
e
s

（
図
書
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）

に
「
余
は
漢
和
辞
典
の
編
纂
に
着
手
す
る
以
上
は
、
国
語
辞
書
の
編
纂
を
も
企
て
ざ
る
べ

か
ら
ず
と
、
亀
井
氏
に
勧
説
し
た
る
に
、
亀
井
氏
い
わ
く
、
余
の
親
友
明
治
堂
主
鈴
木
敬

視
氏
、
か
つ
て
余
に
向
い
、
自
分
が
版
権
を
有
す
る
山
田
美
妙
斎
氏
の
日
本
大
辞
典
を
売

り
た
し
、
買
収
せ
ら
れ
て
は
い
か
が
と
申
し
込
み
し
こ
と
あ
る
を
も
っ
て
、
そ
の
書
を
買

取
り
、
こ
れ
を
基
本
と
し
て
国
語
辞
書
を
作
成
す
る
も
ま
た
一
策
な
る
べ
し
と
。
す
な
わ

ち
早
速
鈴
木
氏
と
交
渉
の
結
果
、
そ
の
版
権
を
買
取
る
こ
と
と
な
り
、
余
の
監
督
の
下
に
、

こ
れ
が
編
纂
に
着
手
し
、
年
余
に
し
て
こ
れ
を
完
成
し
、
世
に
公
に
す
る
事
を
得
た
り
。
「
帝

国
大
辞
典
」
と
称
す
る
も
の
す
な
わ
ち
こ
れ
な
り
（
中
略
）
国
語
辞
典
の
題
字
を
時
の
文

部
大
臣
西
園
寺
公
望
侯
、
序
文
を
東
宮
御
用
掛
本
居
豊
穎
氏
お
よ
び
大
学
教
授
文
学
博
士

黒
川
直
頼
氏
に
依
頼
し
、
か
つ
藤
井
乙
男
氏
と
草
野
清
吉
氏
と
に
そ
の
稿
の
校
閲
を
乞
い
、

明
治
二
十
九
年
十
月
藤
井
・
草
野
両
氏
合
著
の
名
の
下
に
こ
れ
を
世
に
発
表
し
た
り
」（
九
四

～
九
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
『
帝
国
大
辞
典
』
は
版
権
買
い
取
り
に
よ
り
短
期
間
で
編

纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
な
お
、
三
省
堂
百
年
記
念
事
業
委
員
会
編
『
三

省
堂
の
百
年
』
三
省
堂
、
一
九
八
二
年
、
四
五
～
四
九
頁
に
も
版
権
買
収
の
件
に
つ
い
て

の
言
及
は
あ
る
）
。
山
田
忠
雄
は
『
近
代
国
語
辞
書
の
歩
み
―
そ
の
摸
倣
と
創
意
と
―
』
上

（
三
省
堂
、
一
九
八
一
年
）
の
中
で
、
先
の
『
辞
書
生
活
五
十
年
史
』
を
引
き
な
が
ら
本
書

に
言
及
し
つ
つ
、
『
帝
国
大
辞
典
』
と
『
日
本
大
辞
典
』
『
言
海
』
を
比
較
し
、
「
三
十
九
年

六
月
ま
で
に
九
版
も
行
わ
れ
た
の
は
一
に
造
本
と
活
版
の
良
さ
と
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
自
体
の
創
始
は
頗
る
少
い
が
、
前
著
の
泥
臭
さ
を
適
宜
修
正
し
た
其
の
垢
抜
け
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た
表
現
と
堂
堂
た
る
体
裁
は
カ
ッ
ト
の
挿
入
と
相
俟
っ
て
十
分
に
読
書
子
を
威
圧
し
た
。

一
部
の
識
者
か
ら
は
勿
論
盗
竊
を
批
判
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
後
来
三
省
堂
の
国
語

辞
書
群
を
叢
出
せ
し
め
、
そ
の
体
例
は
長
く
以
降
の
国
語
辞
書
に
踏
襲
さ
れ
た
。
日
本
大

辞
書　

の
功
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
記
載
の
件
を
除
き
、
悉
く
此
の
書
に
奪
わ
れ　

又
こ
の
本

に
よ
っ
て
後
世
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
（
六
二
七
頁
）
と
評
し
て
い
る
。
な
お
、
『
帝

国
大
辞
典
』
の
共
編
者
と
し
て
名
が
記
さ
れ
て
い
た
草
野
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
草
野
清

民
『
日
本
文
法
』
（
富
山
房
、
一
九
〇
一
年
）
所
収
の
藤
井
乙
男
「
草
野
文
学
士
小
伝
」
に

詳
し
い
。

㉚
　�

岩
城
準
太
郎
「
藤
井
乙
男
先
生
の
学
殖
と
著
作
」
（
「
国
文
学
―
解
釈
と
鑑
賞
―
」
一
六
巻

一
二
号
、
一
九
五
一
年
一
二
月
）
。

㉛
　�

藤
井
乙
男
編
『
諺
語
大
辞
典
』
（
有
朋
堂
、
一
九
一
〇
年
）
。

㉜
　�

武
笠
三
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
編
『
埼
玉
人
物
事
典
』
（
埼
玉
県
、
一
九
九
八
年
）

七
八
二
頁
に
よ
れ
ば
、
浦
和
・
氷
川
女
体
神
社
の
神
官
の
家
に
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学

文
科
大
学
卒
業
後
は
、
第
四
高
等
学
校
、
埼
玉
県
第
一
中
学
校
、
第
七
高
等
学
校
を
経
て
、

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
第
七
高
等
学
校
教
授
と
な
っ
た
。
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）

年
に
は
文
部
省
に
入
り
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の
退
官
ま
で
国
定
教
科
書
の
編
纂

に
従
事
し
文
部
省
歌
の
作
詞
を
担
当
し
た
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
大
正
五
（
一
九
一
六
）

年
に
は
有
朋
堂
か
ら
『
国
民
乃
歌
』
を
編
集
刊
行
、
以
降
も
「
有
朋
堂
文
庫
」
中
の
い
く

つ
か
の
巻
に
、
校
訂
者
と
し
て
そ
の
名
が
み
て
お
り
、
『
三
浦
理
君
追
想
録
』
（
注
一
九
前

掲
書
）
刊
行
の
際
に
も
藤
井
乙
男
と
同
様
、
追
懐
の
文
を
寄
せ
て
い
る
。

㉝
　�

日
本
図
書
館
協
会
日
本
の
参
考
図
書
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の
参
考
図
書
：
解
説
総
覧
』（
日

本
図
書
館
協
会
、
一
九
八
〇
年
）
六
四
頁
。

㉞
　�

中
野
吉
平
『
俚
諺
大
辞
典
』
（
東
方
書
院
、
一
九
三
三
年
）
。
な
お
、
中
野
吉
平
が
こ
の
辞

典
に
関
連
し
て
、
藤
井
乙
男
か
ら
著
作
権
侵
害
で
訴
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤

信
男
『
著
作
権
事
件
と
著
作
権
判
例
―
側
面
よ
り
見
た
著
作
権
発
達
史
―
』
新
訂
増
補
版
、

著
作
権
シ
リ
ー
ズ
第
一
〇
集
（
文
部
省
、
一
九
六
八
年
）
五
一
～
五
三
頁
に
言
及
が
あ
り
、

「
辞
典
の
著
作
権
事
件
と
し
て
は
、
私
の
知
る
限
り
、
こ
の
「
諺
語
大
辞
典
」
事
件
が
唯
一

の
も
の
の
よ
う
で
す
。
（
昨
四
十
二
年
に
平
凡
社
の
大
百
科
辞
典
収
載
の
図
画
を
め
ぐ
る
事

件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
こ
れ
と
は
性
質
を
異
に
し
て
い
ま
す
。
）
」
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
佃
実
夫
・
稲
村
徹
元
編
『
辞
典
の
辞
典
』（
文
和
書
房
、
一
九
七
五
年
）
は
『
諺

語
大
辞
典
』
の
項
（
六
二
頁
）
で
、
「
『
諺
語
大
辞
典
』
が
〈
語
順
配
列
〉
で
〈
分
類
別
索

引
〉
を
付
け
て
い
る
の
に
対
し
、『
俚
諺
大
辞
典
』
（
中
野
吉
平
編
、
東
方
書
院
、
昭
和
八
年
、

絶
版
。
復
刻
版
＝
国
書
刊
行
会
、
昭
和
四
九
年
、
一
三
〇
〇
〇
円
）
で
は
本
文
の
各
字
の

中
を
一
四
部
門
に
分
類
し
、
〈
語
順
索
引
〉
を
付
け
て
い
る
の
で
前
書
の
単
な
る
作
り
替
え

か
と
話
題
に
な
っ
た
と
い
う
が
、
独
自
の
採
取
も
多
く
三
万
余
項
目
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

㉟
　�

塚
本
哲
三
「
太
く
短
か
か
つ
た
君
の
一
生
」
（
『
三
浦
理
君
追
想
録
』
、
注
一
九
前
掲
書
）

三
一
六
頁
。


